
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

資料番号４５６５ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                                    X1030158 

 
コオイムシは、どうやって

せ な か

背中に
たまご

卵をのせるの 

●メスがオスの
せ な か

背中に
たまご

卵を
う

産みつける 

 
みずくさ

水草がたくさん
は

生えた
いけ

池や、
なが

流れのゆるやかな
お が わ

小川で、５～６
がつ

月ごろ、
せ な か

背中に
たまご

卵をびっ

しりつけた、カメムシのような
かたち

形の、
すいせい

水生こん
ちゅう

虫を
み

見かけることがあります。これが、コ

オイムシのオスです。おしりに
こきゅうかん

呼吸管があり、これを
すいめん

水面につき
だ

出して
く う き

空気を
す

吸い、
はら

腹の
ひょうめん

表面に
く う き

空気をためて、
すいちゅう

水中にもぐります。 
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がつ

月ごろ、
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こ

個もの
たまご

卵を、かため

て
う

産みつけます。
たまご

卵を
せ

背
お

負ったオスは、
たまご

卵がかえる１か
げつ

月
ご

後ぐらいまで、
たまご

卵を
まも

守ってく

らします。
みず

水が
あたた

暖かい
あさ

浅い
ところ

所で
たまご

卵を
あたた

温めたり、ときどき
みずくさ

水草につかまって、
せ な か

背中の
たまご

卵を
みず

水からつき
だ

出し、
たまご

卵が
くうきちゅう

空気中の
さ ん そ

酸素を
こきゅう

呼吸できるようにしてやったりして、
せ

世
わ

話をします。

●モノアラガイも
た

食べるコオイムシ 

 １か
げつ

月ぐらいすると、
せ な か

背中の
たまご

卵が
つぎつぎ

次々と
わ

割 

れ、コオイムシの
ようちゅう

幼虫が
う

生まれてきます。
よう

幼 
ちゅう

虫は、
すいちゅう

水中の
ちい

小さい
どうぶつ

動物を
た

食べ、４
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回だっ
ぴ
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をして、およそ１か
げつ

月
ご

後に、
せいちゅう

成虫になります。 

 
せいちゅう

成虫のコオイムシは、
ま

曲がった
まえあし

前足で、オ 

タマジャクシや
ちい

小さな
かい

貝のモノアラガイ、
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小 
ざかな

魚、ほかの
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水生こん
ちゅう

虫などをとらえ、
しょうかえき

消化液 

でとかした
たいえき

体液を
す

吸っています。 
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水中でオスの背中に卵を産むコオイムシのメス 


